
プログラミング的思考を取り入れた授業実践における
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01 これまでの経緯と概要 学校概要

神奈川県立茅ケ崎西浜高等学校

全日制普通科（生徒数約1,030名）

プログラミング教育研究推進指定校

（横須賀三浦・湘南地域）

平成28年～令和９年（４期通算11年目）



01 これまでの経緯と概要 学校概要

県立高校改革実施計画（Ⅲ期）

プログラミング教育研究指定校実施要項

（目的）

県立高校における生徒の情報活用能

力、論理的思考力及び問題発見・解決

能力を育むプログラミング教育に関す

る先進的な取組について研究する。
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01 これまでの経緯と概要 研究概要

プログラミング教育に関する研究とは？

各指定校における取組みの概要

（令和７年１月７日 記者発表資料より）

① コンピュータを活用したプログラ

ミングの学習をとおして、② 論理的

な思考力や課題解決力を育てる研究



01 これまでの経緯と概要

①コーディング

情報Ⅰ

情報Ⅱ

研究概要

② 論理的思考力

問題解決力の育成

（全教科的）
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01 これまでの経緯と概要

考えるための10の技法

高等学校学習指導要領（平成30年告示）

総合的な探究の時間編

「考えるための技法」（思考スキル）

をアイコン化して可視化

北海道名寄高等学校「名高探究スキル」

教室に貼ったアイコンのマグネット

や、 ワークシート記載のアイコンで

示し、生徒の思考を活性化

研究概要
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02 令和７年度の成果 授業実践報告

公開研究授業及び研究協議（令和７年11月13日６時間目実施）

https://canva.link/yd52c9usqd2prbi


02 令和７年度の成果 授業実践報告

１学年の歴史総合：11月14日「EUがあなたの学校にやってくる」

駐日キプロス共和国大使

ヤニス・ミハイリディス閣下

https://canva.link/yd52c9usqd2prbi


02 令和７年度の成果 授業実践報告

１学年の歴史総合：事前指導「EUがあなたの学校にやってくる」

キプロス人を構成する要素を分類してみよう

https://canva.link/yd52c9usqd2prbi


02 令和７年度の成果 授業実践報告

１学年の数学A　：生徒主体のプリント学習法

https://canva.link/yd52c9usqd2prbi


02 令和７年度の成果 授業実践報告

１学年の数学A　：生徒主体のプリント学習法

① 難易度の把握

②解ける問題と

　解けない問題

③ 習熟度別学習

https://canva.link/yd52c9usqd2prbi


02 令和７年度の成果 授業実践報告

２学年の物理基礎：物体の運動エネルギー

https://canva.link/yd52c9usqd2prbi


02 令和７年度の成果 授業実践報告

２学年の物理基礎：物体の運動エネルギー

https://canva.link/yd52c9usqd2prbi
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02 令和７年度の成果 アンケート結果

10の技法に関する生徒アンケート（令和７年度・研究広報G）

質問項目 ①

あなたは「10の技法」について

知っていますか。 

質問項目 ②

あなたは授業や日常生活で直面した

問題等に対して「多角的に見る」

「多面的に見る」ことで問題解決を

することができていますか。

１学期　　　　　　　　　　　　　　　　　２学期　　　　　３学期



02 令和７年度の成果 アンケート結果

10の技法に関する生徒アンケート（令和７年度・研究広報G）

質問項目 ➉
あなたは授業や日常生活で直面した問

題等に対して「理由づける」ことで問

題解決をすることができていますか。 

質問項目 ⑪

あなたは授業や日常生活で直面した

問題等に対して「構造化する」こと

で問題解決をすることができていま

すか。 



01 これまでの経緯と概要
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03

04 令和９年度に向けて

定着期

本発表の構成

令和７年度の成果

令和８年度の取り組み
活用期
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03

授業者への

フィードバック

公開研究授業

研究協議へ

令和８年度の取り組み 授業見るWeek

授業改善を目的とした校内授業研究期間（年２回実施）



03

10の技法を

意識した項目

に変更

令和８年度の取り組み 授業見るWeek

観察シート（フィードバック用）フォーマットの変更

1.組織的な授業改善への取

り組みについて
a.自己肯定感を形成・向上させる

ようなアウトプット活動などが

あれば記入してください。

2.指定校事業について
a.「考えるための１０の技法」に

該当する生徒の活用場面があれ

ば記入してください。

3.授業の良かったところ・

取り入れたいところ
a.教員の動き＆生徒の動き

従来のシート



03 令和８年度の取り組み 授業見るWeek

観察シート（フィードバック用）フォーマットの変更

論理国語　　　　　： 理由づける

授業内アクティビティの丁寧な説明

日本史探究　　　　： 比較する

江戸時代の流通と商業における陸運と海運を比較

させる

数学Ⅱ　　　　　　： 理由づける、見通す

余剰の定理の証明、応用問題のヒントを提示する

情報の表現と管理　： 多面的・多角的に見る

自分が作成した音楽を共有し、クラスメイトが作

成した音楽と比較し、音楽構造を分析する



03 令和８年度の取り組み

型を意識した授業設計



03 令和８年度の取り組み 型を意識した授業設計

プログラミング的思考を活かした授業づくり（令和８年８月27日）
― プログラミング思考と論理的思考との違いから、教科別・伝え方の実践まで―

産業能率大学
情報マネジメント学部

川野邊 誠
教授
研修資料より転載



03 令和８年度の取り組み 型を意識した授業設計

プログラミング的思考を活かした授業づくり（令和８年８月27日）
― プログラミング思考と論理的思考との違いから、教科別・伝え方の実践まで―

産業能率大学
情報マネジメント学部

川野邊 誠
教授
研修資料より転載



03 令和８年度の取り組み

抽象化

具体的

型を意識した授業設計

“一度つくった解き方を、別の問題にも通用する「型」へと広げる。

これが授業での“転移”を生む鍵になる。”

産業能率大学
情報マネジメント学部

川野邊 誠
教授
※研修内容をもとに作成したイメージ



03 令和８年度の取り組み 型を意識した授業設計

産業能率大学
情報マネジメント学部

川野邊 誠
教授

“一度つくった解き方を、別の問題にも通用する「型」へと広げる。

これが授業での“転移”を生む鍵になる。”

※研修内容をもとに作成したイメージ



03 令和８年度の取り組み

“分かりやすい授業とは、良く設計された手順である“

11月19日（木）実施
公開研究授業に向けて

型を意識した授業設計

産業能率大学
情報マネジメント学部

川野邊 誠
教授
※研修内容をもとに作成したイメージ
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定着期

本発表の構成

令和７年度の成果

令和８年度の取り組み
活用期

応用期



04 令和９年度に向けて

全教員によるグランドデザインの共有・確認

教員間における10の技法活用の意識差の解消

各教科内での暗黙知・ノウハウおよび授業デザイン

の共有化

各教科におけるプログラミング的思考の活用・深化



プログラミング的思考を取り入れた授業実践における思考力・判断力・表現力の育成の

研究の継続と、論理的思考力を構築する「考えるための10の技法」を活用する力の育成

2026年８月27日（木）総合教育センター

令和８年度指定校事業 中間発表会

プログラミング教育研究推進校

神奈川県立茅ケ崎西浜高等学校

ご清聴ありがとうございました
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